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令和 8年度稼働の科研費が採択されました。 

3 年前にも科学研究費助成事業が採択され、本年も新たな研究課題がスタートします。
2003年に渡米し移植医療に携わってから 20年以上経ち、日本での仕事を再開してか
ら約 15年経ちました。 軽井沢での開業も来年で 10年になります。 

これまで多くの患者さんを診させて頂く機会に恵まれ心から感謝しております。医師に
なってから 30年近くになりますが、外科医としても大学職員としても、そしてかかり
つけ医としても勉強しなくてはいけない事が未だに山積していると感じております。 

学会参加や緊急手術を含めてご利用頂いている皆様にはご不便をお掛けするかもしれま
せんが、少しでも自分の知識や技量をBrush up すべく研鑽を積んでいきたいと思って
おりますので、ご理解頂けましたら幸いです。 

手術で救える患者さんの数には限りがありますが、これまで通り目の前の患者さんへの 
診療手術を大事に、そして多くの患者さんを救える可能性のある研究もしっかり推し進
め、1人でも多くの患者さんを救っていけたらと思っております。そしてご家族の安心
に繋がってくれたら本望です。                                                

                                院長 上野琢哉 


